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◎明けましておめでとうございます！！！ 

 野芥小学校の皆さん、明けましておめでとうございます。昨年度は自分の人生の中でも特に濃い１年になったなと

感じました。ナミビアの良さを感じると共に、日本の素晴らしさも日々感じています。いよいよ帰国まで約２カ月とな

りました。１日１日を大切にしていきたいと思います。今年もよろしくお願い致します。 

◎新年度スタート☆彡 

 ナミビアは１月から新年度が始まります。子どもたちは１月１１日（水）から学校に 

来ています。１カ月ぶりに子どもたちに会うことができてとても嬉しかったです。 

「先生、無事に進級できました！」と嬉しそうに報告してくれる子どもたちもいれば、 

「進級できなかったので、もう１年頑張ります。」と言ってくる子どもたちもいます。 

以前も書きましたが、ナミビアは成績が合格点に満たない場合、留年となるのです。 

そのためクラスにはいろんな年齢の子どもたちが在籍しています。今年度は皆が 

自分の目標を達成し、無事に進級できるといいですね。 

◎待機児童問題？ 

 新年度が始まってから、学校には保護者の方々の行列ができます。ナミビアでは学校に在籍するために、保護者

が直接学校に「私の子どもをこちらの学校に入れてください。」とお願いしに来られます。とても大人数で、整理券を

配るほどでした。しかし、児童の定員数は既に大幅に超えているので、入ることができません。どこの学校もこのよう

な状況でした。ナミビア全土で、学校が足りていません。教員が足りていません。子どもたちの学習環境が改善され

ることを願います。 

◎人生初の南アフリカ共和国 

 １カ月ほど夏休みがあったので、お隣の国、南アフリカ共和国に行ってきました。南アフリカ共和国は、アフリカ大

陸の最南端にある国です。私は「ケープタウン」という首都を訪れました。（ちなみに、南アフリカ共和国の首都は

「ケープタウン」「プレトリア」「ブルームフォンテン」の３つです。日本の首都は「東京」ですね。１つの国に３つの首

都があるのは驚きですね！）とてもきれいで感動しました。南アフリカ共和国もナミビアと同じくいろんな人種、民族、

部族の方々がいます。自然もとても美しくぜひまた訪れたいです。南アフリカ共和国についてももっと調べてみたい

と思いました。皆さんもぜひ調べてみてください。 
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山頂部が平らなので 

『テーブルマウンテン』 

といいます。山頂からの

眺めは絶景です！ 

今年もよろしく 
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